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ア月20日午後四時、

北陸自動車道朝日~名立谷浜(新潟県)間約60キロメートルが関連します。

これにより、昭和t11年の着工以来、

22年余の歳月を経て、新潟黒崎~米原間が一つになり、

北陸自動車道が全線開通しますD

先
揖
技
術
の
粋
を
集
め
て
、

フ
ォ
ッ
サ
マ
ク
ナ
を
貫
通

北
陸
自
動
車
道
は
総
延
長
四
百
八
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
、
今
回
開
通
す
る
区
間
は
、
こ
の
十
四
パ
ー
セ

ン

ト
に
あ
た
リ
ま
す
。
こ
こ
は
、
糸
魚
川
・
静
岡
構
造
線

(
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
)
と
呼
ば
れ
る
大
断
層
地
帯
を
貫
通

し
て
お
リ
、
天
下
の
険
、
親
不
知

・
子
不
知
海
岸
を
通

っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、

二
千
八
百
四
億
円
の
巨
費
と
先
端
土

木
技
術
の
粋
を
集
め
て
、
全
長
三

・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
及
ぶ
親
不
知
海
岸
高
架
橋
や
二
十
二
本
の
ト
ン
ネ
ル

四
十

一
橋
の
橋
梁
を
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
区
間
の

七
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど

が
暫
定
二
車
線
で
対
面
交
通
と
な
リ
ま
す
。

東
京
ま
で

5
時
間
半
に

北
陸
自
動
車
道
は
、
日
本
海
側
唯

一
の
縦
貫
道
で
す
。

長
岡
市
で
関
越
自
動
車
道
と
接
続
し
富
山
か
ら
東
京
ま

で
の
所
要
時
聞
が
五
時
間
半
に
な
り
時
間
距
離
が
大
幅

に
短
縮
さ
れ
ま
す
。
地
す
ベ
リ
対
策
、

雪
氷
対
策
が
確

立
し
て
い
る
の
で
、
天
候
に
よ
る
影
響
を
受
け
に
く
く
、

定
時
的
か
つ
安
定
な
輪
送
を
確
保
し
ま
す
。

ま
た
、
名
神
高
速
道
路
と
も
接
続
す
る
た
め
、
北
陸
、

関
越
、
東
名
、
名
神
の
各
高
速
道
路
か
ら
な
る

一
大
高

速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
リ
富
山

と
首
都
圏
、
関
西
圏
、
中
京
圏
が
強
く
結
ば
れ
、
地
域

間
の
交
流
が
よ
リ

一
層
活
発
に
な
リ
、
本
県
の
産
業
、

経
済
、
文
化
、
観
光
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
の
開
発
振
興
に
図

リ
知
れ
な
い
活
力
を
与
え
る
も
の
と
大
き
く
期
待
さ
れ

イ主
メ九

ジ
ア
ッ
プ
作
戦

県
で
は
、
開
通
を
機
に
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
作
戦
を

展
開
し
ま
す
。
東
京
で
は
「
い
き
い
き
富
山
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
、
「
い
き
い
き
富
山
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
首
都
圏

で
は
、
テ
レ
ビ
ス
ポ
ッ
ト
も
放
映
し
ま
す
。

県
内
で
は
、
県
内
外
の
企
業
、
観
光
関
係
者
な
ど
を

集
め
た
「
∞
∞
い
き
い
き
と
や
ま
パ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
全
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
花
で
飾

り
ま
す
。

地
元
朝
日
町
で
は
、
七
月
三
日
全
国
か
ら
参
加
者
を

募
リ
、
「
お
は
よ
う
ハ
イ
ウ

ェ
イ
歩
こ
う
会
」
な
ど
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
北
陸
道
は
、
今
、
ニ
+
一
世
紀
へ
の
夢
街
道

と
し
て
大
き
く
発
展
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

宇
奈
月
温
泉
が
グ
ー
ン
と
近
く
な
る

鳳
部
宇
奈
月
線
バ
イ
パ
ス
開
通

北
陸
自
動
車
道
全
線
開
通
に
あ
わ
せ
、
七
月
十
五
日

黒
部
イ
ン
タ
ー
か
ら
宇
奈
月
温
泉
に
通
じ
る
県
道
黒
部

宇
奈
月
線
バ
イ
パ
ス
(
延
長
約
二

・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)

が
開
通
し
ま
す
。
観
光
地
宇
奈
月
へ
の
新
ル
ー
ト
と
し

て
、
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。


